
第 72回天皇杯全日本相撲選手権大会

優勝＝池田俊（中央）、２位＝トワードルジ・ブフチョローン（左）、３位＝石崎涼馬（中央奥）、草野直哉（右）

開会式に参加した選手たち 会場の国技館には多くの人が詰め掛けた
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第 72回天皇杯全日本相撲選手権大会

池田俊（金沢学院大）が初優勝

準々決勝① =池田（右）が薄を押し出して勝利

　

ア
マ
チ
ュ
ア
横
綱
の
称
号
を
か
け
た
第
72
回
天
皇
杯
全
日
本

相
撲
選
手
権
大
会
が
昨
年
12
月
３
日
、
東
京
・
両
国
の
国
技
館

で
全
国
か
ら
68
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

決
勝
は
、池
田
俊
（
金
沢
学
院
大
４
年
）
が
ト
ワ
ー
ド
ル
ジ
・

ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
（
日
体
大
３
年
）
を
掬
い
投
げ
で
下
し
、
初

の
栄
冠
に
輝
い
た
。
ま
た
、
池
田
の
優
勝
は
金
沢
学
院
大
と
し

て
も
初
め
て
の
優
勝
で
あ
り
、
そ
の
歴
史
に
名
前
を
刻
ん
だ
。

天皇杯を手にする池田天皇杯を手にする池田
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■
準
々
決
勝

▽
池
田　

俊　

○
押
し
出
し　

薄　

勇
樹

　

金
沢
学
院
大
学
と
し
て
も
初
の
ベ
ス
ト

８
進
出
を
決
め
た
池
田
と
薄
の
一
番
は
、

立
ち
合
い
か
ら
池
田
が
力
強
さ
を
見
せ
、

土
俵
際
ま
で
押
し
込
む
。
得
意
の
左
四
つ

は
入
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
押
し
相
撲
で

薄
を
圧
倒
し
、
池
田
が
薄
を
押
し
出
し
て

勝
利
。
順
調
に
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
石
崎
涼
馬　

○
寄
り
倒
し　

川
上
竜
昌

　

昨
年
ベ
ス
ト
８
の
石
崎
と
川
上
の
一
番

は
、
石
崎
が
外
掛
け
か
ら
川
上
の
体
勢
を

崩
し
て
寄
り
倒
し
で
勝
利
。

▽
草
野
直
哉　

○
寄
り
切
り　

竹
内
宏
晟

　

学
生
横
綱
の
草
野
と
竹
内
の
一
番
は
、

竹
内
が
押
し
出
し
で
勝
利
と
な
る
が
、
審

判
団
に
よ
る
異
議
申
し
立
て
が
入
り
、
協

議
の
結
果
取
り
直
し
と
な
る
。
取
り
直
し

の
一
番
は
、
草
野
が
立
ち
合
い
で
竹
内
を

か
ち
上
げ
、
そ
の
ま
ま
寄
り
切
り
で
勝

利
。
辛
く
も
準
決
勝
進
出
を
果
た
す
。

▽
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン　

○
上
手
投
げ　

五
島
雅
治

　

全
国
学
生
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会
の

無
差
別
級
で
優
勝
し
た
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン

と
、
世
界
選
手
権
で
団
体
戦
の
大
将
を
務

め
た
五
島
の
同
学
年
対
決
。
試
合
は
、
ブ

フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
が
得
意
の
左
四
つ
か
ら
右

の
上
手
投
げ
で
五
島
に
勝
利
。

準々決勝① =池田（右）が薄を押し出して勝利準々決勝②＝石崎（手前）が川上を寄り倒し

準々決勝③＝草野（奥）が竹内を寄り切りで下す準々決勝④＝ブフチョローン（奥）が五島に勝利
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■
準
決
勝
①

▽
池
田
俊　

○
叩
き
込
み　

石
崎
涼
馬

　

こ
こ
ま
で
危
な
げ
な
い
相
撲
で
勝
ち
上

が
っ
て
き
た
池
田
と
石
崎
の
一
番
は
、
池

■
準
決
勝
②

■
準
決
勝
②

▽▽
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン

ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン　

○
掬
い
投
げ　

　

○
掬
い
投
げ　

草
野
直
哉

　

全
国
学
生
個
人
体
重
別
選
手
権
大
会
の

無
差
別
級
決
勝
と
同
じ
顔
合
わ
せ
と
な
っ

た
。
試
合
は
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
が
、
立
ち

田
が
土
俵
際
で
突
き
を
連
続
で
繰
り
出
し

土
俵
際
ま
で
追
い
込
む
と
、
石
崎
が
前
に

出
た
と
こ
ろ
を
叩は
た

き
込
み
で
い
な
し
て
勝

利
。
池
田
が
決
勝
進
出
。

合
い
か
ら
草
野
の
廻
し
を
摑つ
か

ん
で
下
に
入

り
込
み
、
身
体
に
頭
を
つ
け
て
得
意
の
形

に
す
る
と
、
掬す
く

い
投
げ
で
草
野
を
下
し
、

ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
の
勝
利
。
決
勝
に
初
め

て
駒
を
進
め
た
。

ブフチョローン（奥）が掬い投げで勝利

池田（奥）が前に出た石崎を叩き込んで勝利
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68 名の選手によって激闘が繰り広げられた

■
決
勝

▽
池
田　

俊　

◯
掬
い
投
げ　
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン

　

決
勝
は
池
田
と
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
の
初

優
勝
を
懸
け
た
対
戦
。
立
ち
合
い
か
ら
左

四
つ
で
池
田
の
得
意
の
形
と
な
る
。
ブ
フ

チ
ョ
ロ
ー
ン
が
右
か
ら
お
っ
つ
け
て
押
し

込
む
も
土
俵
際
で
池
田
が
先
に
投
げ
を
打

ち
掬
い
投
げ
で
勝
利
。
池
田
は
自
身
、
そ

し
て
金
沢
学
院
大
学
と
し
て
も
初
の
栄
冠

に
輝
い
た
。

池田（奥）が掬い投げでブフチョローンに勝利。初優勝を果たした。
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中島　　望（日　大　職　員）

薄　　勇樹（福　　島　　県）

三輪　隼斗（ソ デ ィ ッ ク）

池田　　俊（金 沢 学 院 大）

石崎　涼馬（滋　　賀　　県）

ｱﾙﾀﾝｸﾞﾚﾙ・ｿｿﾙﾌｰ  （鳥　　取　　県）

川上　竜昌（日　　本　　大）

スフバット（専　　修　　大）

竹内　宏晨（三　　重　　県）

三田　大生（近　　畿　　大）

草野　直哉（日　　本　　大）

古川　晴貴（日　本　通　運）

五島　雅治（拓　　殖　　大）

川渕　一意（日　　本　　大）

ﾄﾜｰﾄﾞﾙｼ ・゙ブﾌﾁｮﾛｰﾝ （日 本 体 育 大）

大森　康弘（金 沢 学 院 大）

第72回全日本相撲選手権大会（決勝トーナメント）

優勝・池田　　俊

準
優
勝
　
ト
ワ
ー
ド
ル
ジ
・
ブ
フ
チ
ョロ
ー
ン

第
３
位
　
石
崎
　
涼
馬

　
　
　
　
草
野
　
直
哉

突き落とし

押し出し

押し出し

不戦勝

上手投げ

突き落とし

掬い投げ

寄り倒し

寄り切り

上手投げ

押し出し

掬い投げ

押し出し

送り出し

叩き込み

日
々
の
積
み
重
ね
で
優
勝

日
々
の
積
み
重
ね
で
優
勝

◎
優
勝
＝
池
田
俊
参
段
（
金
沢
学
院
大
学
）

―
―
今
の
気
持
ち
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
今
ま
で
日
本
一
と
い
う
の
は
一
度
も
な

か
っ
た
の
で
、
大
学
生
活
の
最
後
の
試
合

で
日
本
一
を
取
れ
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
」

―
―
決
勝
を
振
り
返
っ
て
。

「
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
選
手
に
は
、
イ
ン
カ

レ
（
全
国
学
生
相
撲
選
手
権
）
の
準
決
勝

で
勝
っ
て
い
た
の
で
、
良
い
イ
メ
ー
ジ
の

ま
ま
思
い
切
っ
て
試
合
に
臨
め
ま
し
た
。

立
ち
合
い
の
狙
い
は
左
を
し
っ
か
り
差
す

こ
と
と
、
ブ
フ
チ
ョ
ロ
ー
ン
選
手
は
頭
を

つ
け
ら
れ
る
と
強
い
の
で
、
体
を
起
こ
す

こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
」

―
―
金
沢
学
院
大
学
と
し
て
も
初
優
勝
で

す
。

「
や
っ
て
や
っ
た
な
と
。
自
分
が
優
勝
し

て
、
次
は
後
輩
た
ち
が
学
生
横
綱
、
ア
マ

チ
ュ
ア
横
綱
の
タ
イ
ト
ル
を
他
の
強
豪
校

の
よ
う
に
取
っ
て
、
続
い
て
く
れ
れ
ば
な

と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
選
手
権
に
向
け
て
稽
古
で
意
識
し
て

い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

「
選
手
権
に
向
け
て
特
に
意
識
す
る
と
か

は
な
か
っ
た
で
す
。
日
々
の
積
み
重
ね
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
４
年
間

積
み
重
ね
た
も
の
を
出
す
だ
け
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
事
な
タ
イ
ト
ル
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
す
が
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
や
る
だ

け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

―
―
大
会
を
通
し
て
の
感
想
は
。

「
身
体
が
よ
く
動
い
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
先
を
見
ず
に
、
一
番
一
番
や
れ
た
と

こ
ろ
が
い
い
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま

す
」

―
―
今
後
の
進
路
は
。

「
実
業
団
で
相
撲
を
取
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
向
け
て
頑
張
り

ま
す
」
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第第
3636
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会

ち
び
っ
子
力
士
が
会
場
を
沸
か
す

ち
び
っ
子
力
士
が
会
場
を
沸
か
す

　

全
日
本
相
撲
選
手
権
大
会
に
先
立
ち
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
男
子
に
よ
る

第
36
回
全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
が

国
技
館
で
行
わ
れ
た
。
大
会
は
４
年
生
以

下
の
部
、
５
年
生
の
部
、
６
年
生
の
部
に

各
33
名
、
計
99
名
の
選
手
が
出
場
し
、
選

手
権
に
負
け
な
い
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

4 年生以下の部優勝＝岩上昆優雅君（左）

6年生の部優勝＝岡山裕弥君（奥）

5年生の部優勝＝梅松琉牙君（右）
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第第
6868
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会

　

試
合
は
、
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
の
競

技
規
定
な
ら
び
に
審
判
規
定
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
た
。
時
間
は
５
分
、
勝
敗
が
決
し

な
い
と
き
は
判
定
と
し
（
決
勝
の
み
３
分

間
の
延
長
あ
り
）、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式

で
行
わ
れ
た
。

◇

　

第
１
試
合
場
で
は
、
６
連
覇
が
か
か
る

林
田
が
準
々
決
勝
で
前
回
大
会
３
位
の
佐

藤
あ
き
子
（
熊
本
）
と
対
戦
。
林
田
は
ス

ネ
を
決
め
て
勝
利
を
収
め
た
。
準
決
勝
で

林
田
は
姉
の
林
田
葉
純（
大
阪
）と
対
戦
。

判
定
の
末
、
林
田
（
智
）
が
勝
利
し
た
。

　

第
２
試
合
場
で
は
、
前
回
準
優
勝
の
安

喰
が
順
調
に
勝
ち
上
が
る
。
準
々
決
勝
で

金
岡
智
子
（
大
阪
）
に
ツ
キ
を
決
め
て
一

本
勝
。
準
決
勝
で
は
、
２
０
１
５
・
16
年

優
勝
の
山
本
千
代
（
和
歌
山
）
に
旗
判
定

で
競
り
勝
ち
、
決
勝
に
進
ん
だ
。

林
田
智
笑　

が
６
連
覇
を
達
成

林
田
智
笑　

が
６
連
覇
を
達
成

皇
后
盃

　

な
ぎ
な
た
の
日
本
一
を
決
め
る
皇
后
盃
第
68
回
全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
が

昨
年
12
月
３
日
、
開
館
20
年
を
む
か
え
た
愛
媛
県
武
道
館
（
愛
媛
県
松
山
市
）
で
全

国
か
ら
52
名
の
選
手
が
集
結
し
開
催
さ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
前
回
大
会
と
同
様
の
林
田
智ち

笑え
み

（
大
阪
）
と
安あ

喰じ
き

愛
（
島
根
）
が
対
戦

し
、
延
長
の
末
、
判
定
に
よ
っ
て
林
田
が
６
連
覇
を
達
成
し
た
。

皇后盃を手に笑顔を見せる林田選手皇后盃を手に笑顔を見せる林田選手

（
大
阪
）

（
大
阪
）
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■
決
勝林

田
智
笑　

判
―
―　

安
喰
愛

　

決
勝
の
対
戦
は
、
前
回
と
同
様
の
林
田

対
安
喰
。
前
回
は
林
田
が
旗
判
定
（
２
―

１
）
で
勝
利
し
て
い
る
。

　

試
合
は
、
静
寂
の
な
か
開
始
さ
れ
た
。

互
い
に
遠
間
か
ら
機
を
窺う
か
がう
。
林
田
は
堰せ
き

を
切
っ
た
か
の
よ
う
に
大
き
な
気
合
と
と

も
に
メ
ン
、
ス
ネ
と
攻
撃
に
で
る
。
安
喰

は
絶
妙
な
間
合
い
で
な
ぎ
な
た
を
用
い
て

そ
れ
を
防
ぐ
。
両
者
は
有
効
打
突
を
決
め

ら
れ
ず
に
何
度
も
接
近
戦
と
な
り
、
審
判

の
「
わ
か
れ
」
の
合
図
で
仕
切
り
直
し
が

続
く
。
そ
の
ま
ま
所
定
の
５
分
が
経
過

し
、
延
長
戦
へ
と
入
っ
た
。

　

互
い
に
間
合
い
を
計
り
な
が
ら
ス
ネ
、

メ
ン
、
ツ
キ
と
仕
掛
け
る
が
相
手
に
見
切

ら
れ
１
本
は
決
め
ら
れ
な
い
。
延
長
３
分

が
終
了
し
、
林
田
に
旗
２
本
が
上
が
っ
て

勝
利
。
林
田
は
接
戦
を
も
の
に
し
て
大
会

６
連
覇
を
達
成
し
た
。

決勝＝林田（左）がメンに飛ぶ決勝＝林田（左）がメンに飛ぶ

心技体 人を育てる総合誌
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■
３
位
決
定
戦

山
本
千
代　

判
―
―　

林
田
葉
純

　

試
合
開
始
か
ら
30
秒
が
経
過
し
、
林
田

が
勢
い
よ
く
メ
ン
に
飛
ん
だ
。
続
け
て
林

田
が
ス
ネ
を
狙
う
が
山
本
は
な
ん
な
く
防

ぐ
。
再
三
に
わ
た
っ
て
林
田
は
ス
ネ
を
狙

■
準
決
勝
①

林
田
智
笑　

判
―
―　

林
田
葉
純

　

姉
妹
に
よ
る
対
戦
。
両
者
は
前
々
回
大

会
の
準
決
勝
で
対
決
し
て
お
り
、
林
田

（
智
）が
メ
ン
で
一
本
勝
を
収
め
て
い
る
。

2
年
ぶ
り
の
姉
妹
対
決
に
大
き
な
注
目
が

集
ま
っ
た
。
開
始
と
と
も
に
林
田
（
葉
）

が
メ
ン
、
林
田
（
智
）
が
ス
ネ
を
突
く
。

そ
の
後
も
互
い
に
仕
掛
け
る
も
の
の
、
両

者
１
本
を
奪
え
ず
に
試
合
は
終
了
。
林
田

（
智
）
に
旗
３
本
が
上
が
っ
て
試
合
は
決

し
た
。

■
準
決
勝
②

安
喰
愛　

判
―
―　

山
本
千
代

　

優
勝
経
験
者
に
よ
る
対
戦
と
な
っ
た
準

決
勝
第
２
試
合
。
安
喰
は
２
０
１
１
〜
13

年
に
３
連
覇
を
し
て
い
る
。
安
喰
は
素
早

く
ツ
キ
、
コ
テ
を
繰
り
出
す
。
山
本
も
そ

れ
に
対
応
し
、
す
ぐ
さ
ま
、
上
下
に
仕
掛

け
る
。
選
手
権
者
同
士
に
よ
る
ハ
イ
レ
ベ

ル
な
攻
防
が
続
く
も
、
５
分
が
経
過
。
旗

判
定
（
３
―
０
）
で
安
喰
が
勝
利
し
た
。

う
が
、
山
本
は
こ
れ
を
見
切
っ
て
有
効
打

突
と
は
な
ら
な
い
。
今
度
は
林
田
が
メ
ン

に
飛
ん
だ
と
こ
ろ
を
山
本
が
ス
ネ
に
出

る
。
そ
の
後
も
山
本
は
林
田
の
隙
を
突
こ

う
と
攻
撃
を
仕
掛
け
る
も
の
の
試
合
は
終

了
。
旗
判
定
（
３
―
０
）
に
よ
っ
て
山
本

が
３
位
に
入
賞
し
た
。

３位決定戦＝林田（右）のスネを狙う山本

準決勝①＝林田（葉・左）と林田（智）の姉妹対決

準
決
勝
②
＝
安
喰
（
左
）
が
メ
ン
を
仕
掛
け
る
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公開演武＝全日本なぎなたの形
打・廣瀬幸子（左）／仕・我山千枝子

異種試合＝なぎなた対剣道（５人制）
先鋒戦でスネを決める八木夢依選手（右）

公開演武＝直心影流薙刀術
打太刀・野﨑房江（右）／仕太刀・阿部妙子

公開演武＝天道流薙刀術
受太刀・木村恭子（左）／仕太刀・小野由紀子

■
公
開
演
武
と
異
種
試
合

■
公
開
演
武
と
異
種
試
合

　

大
会
で
は
、
公
開
演
武
と
な
ぎ
な
た

　

大
会
で
は
、
公
開
演
武
と
な
ぎ
な
た

対
剣
道
の
異
種
試
合
も
行
わ
れ
、
好
評

対
剣
道
の
異
種
試
合
も
行
わ
れ
、
好
評

を
博
し
た
。

を
博
し
た
。

日本武道館の単行本

日本の武道

禅の思想と剣術

〒102-8321　東京都千代田区北の丸公園2番3号

TEL(03)3216-5147／FAX(03)3216-5158
http://www.nipponbudokan.or.jp/

日本武道館 教育文化部出版広報課

日本武道館 編
（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

北海道大学大学院教授　佐藤鍊太郎 著
（ 四六判・上製・386頁 ）
禅の思想と剣術がどう関わってきたか、武道伝
書を基に検証し、剣術が剣道へと発展昇華して
いく過程をわかりやすく解説。

日本の武道の全てを網羅した、武道関係者
必携の書。武道小百科事典としても役立つ
充実した資料編を巻末に収録。

高め合う剣道
筑波大学名誉教授　佐藤成明 著

（ 四六判・上製・564頁 ）
教育剣道の実践者として長年の経験をもつ
筆者が、古今の文献を手掛かりに日々の修
錬で大事な事柄を綴る。

刀剣の歴史と思想
筑波大学大学院准教授　酒井利信 著

（ 四六判・上製・346頁 ）
日本人が、刀剣を単なる武器としてではなく、
神聖なものとして捉える思想とは何か。日本刀
剣思想の独自性を確かな史料を基に考察する。

人を育てる剣道
剣道範士八段　⻆ 正武 著

（ 四六判・上製・268頁 ）
剣道の真価は、気力を練り上げ、肚をつくる修
行にある。人間の土台をつくる剣道を目指す著
者渾身の剣道指導論。

◉ご注文・お問い合わせ
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ニュース　全日本なぎなた選手権大会

―
―�

優
勝
し
た
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

「
今
の
自
分
に
は
身
の
丈
に
合
わ
な
い
賞

で
す
。
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
今
後
は
埋
め
て

い
か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
」

―
―�

決
勝
は
去
年
と
同
じ
安
喰
選
手
と
の

対
戦
で
し
た
。

「
前
回
大
会
も
判
定
で
勝
負
を
決
し
て
い

た
の
で
、今
回
は『
１
本
を
決
め
る
ぞ
！
』

と
決
勝
に
臨
み
ま
し
た
が
、
判
定
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
っ
ち
り
と
１
本
を

取
る
の
が
次
の
課
題
で
す
ね
」

―
―�

準
々
決
勝
で
佐
藤
あ
き
子
選
手
、
準

決
勝
で
お
姉
さ
ん
の
林
田
葉
純
選
手

と
強
豪
と
の
連
戦
と
な
り
ま
し
た
。

「
と
に
か
く
自
分
の
全
力
を
一
試
合
、
一

試
合
出
し
切
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
。

姉
と
の
対
戦
は
こ
れ
ま
で
数
え
き
れ
な
い

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
試
合
中
で
も
お
互
い
の

感
情
が
よ
く
わ
か
る
の
で
、
本
当
は
め
ち

ゃ
く
ち
ゃ
嫌
な
ん
で
す
（
笑
）」

―
―�

５
連
覇
後
、
こ
の
１
年
間
は
ど
の
よ

う
な
稽
古
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
か
。

「
特
別
に
こ
れ
を
し
た
と
い
う
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
の
と
こ
ろ
西
日
本
大
会
で

負
け
た
り
し
て
、
あ
ま
り
調
子
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
気

持
ち
で
こ
の
大
会
に
臨
み
ま
し
た
」

―
―
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
ま
だ
、
良
し
あ
し
の
波
が
あ
る
の
で
２

０
２
４
年
の
世
界
大
会
に
出
ら
れ
る
よ

う
、
自
分
の
い
い
状
態
を
キ
ー
プ
し
て
い

き
た
い
で
す
」

試
合
に
集
中
し
、
全
力
で

試
合
に
集
中
し
、
全
力
で
摑摑つ

か
つ
か

ん
だ
栄
光

ん
だ
栄
光

◉
優
勝
＝
林
田
智
笑
選
手
・
五
段
（
大
阪
府
）

2023 年 10月で開館 20年をむかえた愛媛県武道館2023 年 10月で開館 20年をむかえた愛媛県武道館
大会は主道場（剣道場が 8面設置可能）で
行われた

久保素子会長から皇后盃を受け
取る林田選手

林田智笑林田智笑
（はやしだ・ちえみ）（はやしだ・ちえみ）

　1995 年生まれ、大阪府出
身。3歳から藤井寺市剣道薙刀
協会でなぎなたを始める。大阪
市立汎愛高校、関西大学を経
て、2017年から関西福祉科学
大学高校の保健体育科教員。
　12年、高校総体個人・団体
優勝。16年、全日本大学選手
権大会個人優勝。19年、世界
大会個人３位。全日本選手権大
会６連覇（17〜 19年、21〜
23年※20年は大会中止）。

◉
準
優
勝
＝
安
喰
愛
選
手
・
錬
士（
島
根
県
）

「
私
は
松
山
大

学
の
出
身
で
、

大
学
の
４
年
間

を
こ
こ
松
山
で

過
ご
し
ま
し

た
。
こ
の
愛
媛
県
武
道
館
は
馴な

染じ

み
の
場

所
で
思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
。
愛
媛
に
来

て
成
長
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
こ

の
地
で
優
勝
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
相

手
の
林
田
選
手
は
素
直
に
強
か
っ
た
で

す
。
去
年
も
今
年
も
判
定
と
な
り
、
お
互

い
に
何
か
物
足
り
な
い
も
の
が
あ
る
の
だ

と
思
い
ま
す
」

◉
３
位
＝
山
本
千
代
選
手
・
教
士（
和
歌
山
県
）

「
今
ま
で
や
っ

て
き
た
な
ぎ
な

た
の
稽
古
の
成

果
が
少
し
形
に

な
っ
て
出
せ
た

の
が
す
ご
く
嬉う
れ

し
い
で
す
。
準
決
勝
の
安

喰
選
手
と
の
試
合
で
は
技
と
心
の
駆
け
引

き
が
よ
く
で
き
ま
し
た
。
負
け
て
は
し
ま

い
ま
し
た
が
、
一
番
い
い
試
合
が
で
き
ま

し
た
。
や
っ
と
気
持
ち
と
一
緒
に
技
を
繰

り
出
す
こ
と
が
体
感
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
大
き
な
成
果
で
す
」
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皇后盃　第68回全日本なぎなた選手権大会

菊地　映美（神奈川）四段

北　　希織（東京）四段

髙瀬　　怜（埼玉）五段

田口　真耶（鹿児島）四段

山本　千代（和歌山）教士

浅沼　友貴（兵庫）五段

戸田　千惠（長野）五段

貫井みさき（京都）五段

服部ゆかり（茨城）五段

水田　孝子（岡山）錬士

金子由美子（長崎）四段

岡崎香奈子（広島）錬士

櫻田　祐子（宮城）錬士

菅原若加菜（千葉）四段

金岡　智子（大阪）錬士

大山　清華（香川）五段

渥美久二子（静岡）錬士

中島由香里（東京）錬士

加賀美　愛（山梨）四段

橋本　美江（高知）錬士

八木　夢依（愛媛）四段

林　　桃子（山口）四段

大西　真子（山形）五段

三越　孝子（群馬）五段

三浦　里帆（愛知）四段

安喰　　愛（島根）錬士

五段（大阪）林田　智笑

四段（神奈川）高橋美菜代

錬士（鳥取）鳥飼　明子

四段（福岡）斉藤　智愛

錬士（千葉）大谷嘉奈子

四段（福井）仕入　愛梨

五段（岩手）大澤　　彩

錬士（熊本）佐藤あき子

四段（佐賀）江越　由季

錬士（秋田）竹村　紀子

五段（栃木）佐藤　亜季

五段（宮崎）黒木　靖恵

四段（石川）宮田　恵美

五段（富山）早田　朱美

五段（岐阜）藤井　香代

五段（埼玉）石井　　妙

四段（青森）西谷　美樹

錬士（兵庫）井口　直子

五段（福島）大竹　　葵

五段（東京）和田うらら

五段（大阪）林田　葉純

五段（三重）杉野　　圭

四段（徳島）阿部　優子

錬士（奈良）大倉　直子

錬士（新潟）枡本　明理

四段（沖縄）城間さやか

称号・段位　選出　　　 氏　名 氏　名  　　　選出　称号・段位

優
勝
・
林
田

　智
笑

準
優
勝
・
安
喰

　愛

林田葉純

３位決定戦
山本千代

山本千代

※表のカタカナ表記は決まり手、その右肩の「’」（アポストロフィ）の数は決まり手の順番を表す。

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判

判判

判

判

判

延

判

判
判

判

判

判
コ’’ス’

メ’’コ’

メ’’コ’

一本勝ス’

一本勝ス’
一本勝メ’

一本勝ス’

一本勝メ’
一本勝ス’

一本勝ス’

ス’メ’’

ツ’一本勝

一本勝メ’

メ’一本勝

ス’一本勝

ス’一本勝

メ’一本勝

ス’一本勝

△ス’一本勝

△

判メ

ス’

ス’’ス’

ス’’ス’

一本勝メ’
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ニュース　全日本なぎなた選手権大会

　

全
日
本
な
ぎ
な
た
選
手
権
前
日
の
12
月
２
日
、
第
23
回
全
日
本
男
子
な
ぎ
な
た
選

手
権
大
会
が
愛
媛
県
武
道
館
で
60
名
の
選
手
が
出
場
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
増
田
道ま
さ

仁と

（
兵
庫
）
と
増
田
良よ
し

明あ
き

（
兵
庫
）
の
父
子
に
よ
る
４
年
ぶ
り

３
度
目
の
対
戦
と
な
り
、判
定
に
よ
っ
て
息
子
の
増
田
（
道
）
が
史
上
初
の
５
連
覇
・

６
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

第 23回全日本男子なぎなた選手権大会第 23回全日本男子なぎなた選手権大会

じ
る
な
ど
、
変
わ
ら
ず
激
戦
が
続
く
。
延

長
の
３
分
が
経
過
し
、旗
判
定（
３
―
０
）

で
増
田
（
道
）
が
勝
利
し
た
。

　

３
度
目
の
父
子
対
決
を
制
し
て
増
田
道

仁
が
５
連
覇
・
６
度
目
の
優
勝
を
手
中
に

入
れ
、
試
合
後
に
語
り
合
う
父
と
息
子
の

姿
が
見
ら
れ
た
。

▼
３
位
決
定
戦

南
舘
日
奈
太　

判
―
―　

山
下
大
輝

　

19
才
の
南
舘
は
選
手
権
初
出
場
。
準
決

勝
で
は
増
田
（
道
）
に
敗
れ
た
も
の
の
好

試
合
を
見
せ
て
い
た
。
対
し
て
山
下
は
５

回
目
の
出
場
で
21
・
22
年
と
２
年
連
続
準

優
勝
を
果
た
し
て
い
る
。
選
手
権
の
経
験

値
で
は
山
下
に
劣
る
南
舘
だ
が
、
山
下
に

劣
ら
な
い
堂
々
と
し
た
な
ぎ
な
た
を
見
せ

る
。
南
舘
は
山
下
の
攻
撃
を
防
ぎ
、
素
早

く
メ
ン
、
コ
テ
、
ス
ネ
と
有
効
打
突
を
狙

い
に
い
く
。
５
分
間
の
試
合
は
終
了
し
、

南
舘
に
旗
３
本
が
上
が
っ
て
、
勝
利
を
収

め
た
。

　

試
合
は
な
ぎ
な
た
選
手
権
大
会
と
同
様

の
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

第
１
試
合
場
で
は
増
田
（
道
）
が
準
々

決
勝
で
中
村
優
太
（
神
奈
川
）
を
、
準
決

勝
で
南
舘
日
奈
太
（
岩
手
）
を
一
本
勝
ち

で
下
し
、
勝
ち
進
ん
だ
。

　

第
２
試
合
場
で
は
、増
田
（
良
）
が
準
々

決
勝
で
松
田
拓
斗
（
石
川
）
に
二
本
勝
ち

で
、
準
決
勝
で
山
下
大
輝
（
奈
良
）
に
一

本
勝
ち
で
勝
利
し
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

▼
決
勝増

田
道
仁　

判
―
―　

増
田
良
明

　

２
０
１
８
・
19
年
以
来
、
４
年
ぶ
り
３

度
目
の
決
勝
で
の
父
子
対
決
と
な
っ
た
。

両
者
の
大
き
な
気
合
と
と
も
に
試
合
は
開

始
さ
れ
た
。
増
田
（
道
）
が
ス
ネ
を
狙
う

も
軽
や
か
に
増
田
（
良
）
は
躱か
わ

す
。
負
け

じ
と
増
田
（
良
）
も
メ
ン
に
飛
ぶ
。
両
者

は
激
し
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
る
も
の
の
一

本
を
取
れ
ず
に
延
長
戦
へ
と
移
っ
た
。
増

田
（
良
）
が
素
早
く
メ
ン
を
仕
掛
け
る
と

増
田
（
道
）
は
そ
れ
を
防
い
で
ス
ネ
に
転

増田道仁  が父子対決制す増田道仁  が父子対決制す（
兵
（
兵  

庫
）
庫
）

決勝＝増田（道）がメンを仕掛ける決勝＝増田（道）がメンを仕掛ける

史上初の５連覇・６度目の優勝を飾る史上初の５連覇・６度目の優勝を飾る
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な
ぎ
な
た
と
は
違
う
パ
ワ
ー
や
ス
ピ
ー
ド

が
あ
り
ま
す
。
選
手
一
丸
と
な
っ
て
男
子

な
ぎ
な
た
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で

す
」

◉
準
優
勝
＝
増
田
良
明
選
手
・
四
段（
兵
庫
）

「『
な
ん
で
２
位
に
な
っ
た
ん
や
ろ
う
』

と
い
う
感
じ
で
す
。
決
勝
は
父
子
対
決
に

な
っ
た
の
で
勝
ち
負
け
関
係
な
く
、
い
い

な
ぎ
な
た
が
で
き
る
よ
う
に
試
合
し
ま
し

た
。
他
の
人
と
の
試
合
と
は
違
う
感
覚
で

す
ね
。
最
近
、
僕
が
あ
ま
り
勝
て
て
い
な

い
の
で
息
子
に
『
お
父
さ
ん
頑
張
っ
て
』

と
励
ま
さ
れ
ま
す
（
笑
）。
言
わ
れ
る
ほ

ど
し
ん
ど
い
で
す
け
ど
、
今
日
は
２
位
に

な
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
普
段
も
仕
事
後

に
２
人
で
稽
古
し
て
い
ま
す
」

◉
３
位
＝
南
舘
日
奈
太
選
手
・
二
段
（
岩
手
）

「
全
日
本
は
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
他

の
大
会
と
は
試
合
の
重
み
が
異
な
り
、
１

試
合
１
試
合
が
決
勝
戦
の
よ
う
な
感
覚
で

し
た
。
入
賞
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
今

年
大
学
に
入
学
し
て
、
練
習
場
も
岩
手
か

ら
青
森
に
移
り
ま
し
た
。
恵
ま
れ
た
練
習

環
境
の
中
で
自
分
な
り
の
な
ぎ
な
た
を
稽

古
で
つ
く
れ
た
の
が
結
果
に
つ
な
が
っ
た

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
関
係
者
の
方
々
に

感
謝
し
つ
つ
、
も
っ
と
重
い
打
突
が
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

３位決定戦＝メンを狙う南舘（左）

■
入
賞
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◉
優
勝
＝
増
田
道
仁
選
手
・
四
段（
兵
庫
）

―
―�

５
連
覇
・
６
度
目
の
優
勝
と
な
り
ま

し
た
。

「
ホ
ッ
と
し
た
と
い
う
感
じ
で
す
。
決
勝

は
久
し
ぶ
り
の
父
子
で
の
対
決
と
な
り
、

嬉う
れ

し
く
な
り
緊
張
の
糸
が
切
れ
て
し
ま

い
、
試
合
と
し
て
は
い
け
な
い
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
し
た
。
反
省
し
て
い
ま
す
。
５
連

覇
と
な
り
ま
し
た
が
、
特
に
意
識
は
し
な

い
で
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
選
手
と
し
て

経
歴
を
重
ね
る
に
連
れ
て
、
誰
で
あ
ろ
う

と
『
勝
つ
』
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

―
―�

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
２
０
２
４
年
に
は
世
界
選
手
権
が
あ

り
、
そ
の
予
選
が
１
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

父
子
で
世
界
選
手
権
に
出
場
し
て
、
な
ぎ

な
た
ら
し
い
一
本
が
取
れ
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
前
回
は
父
に
負
け
て
２

位
で
し
た
の
で
世
界
一
を
目
指
し
た
い
で

す
」

―
―�
男
子
な
ぎ
な
た
界
に
つ
い
て
思
う
と

こ
ろ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「
今
大
会
で
対
戦
し
た
南
舘
選
手
も
そ
う

で
す
が
将
来
有
望
な
若
い
選
手
が
増
え
て

き
て
お
り
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
女
子
の

２・３日の大会期間中、来場者にはみかん
ジュースが振る舞われた。蛇口をひねって
新鮮なジュースを注ぐ来場者 公開演技＝選手全員でしかけ・応じが行われた

優勝・増田道仁（中央）、準優勝・増田良明
（左）、３位・南舘日奈太（右）
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ニュース　柔道グランドスラム東京

男子３階級、女子４階級で金男子３階級、女子４階級で金
柔道 グランドスラム東京２０２３

JUDO GRAND SLAM TOKYO 2023

　

試
合
時
間
は
男
女
と
も
に
４
分
。
時
間

　

試
合
時
間
は
男
女
と
も
に
４
分
。
時
間

内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ

内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ス
コ
ア
（
以
下
、
Ｇ
Ｓ
）
に
突
入
し
、

ン
ス
コ
ア
（
以
下
、
Ｇ
Ｓ
）
に
突
入
し
、

ポ
イ
ン
ト
（
一
本
、
有
効
、
技
あ
り
）
を

ポ
イ
ン
ト
（
一
本
、
有
効
、
技
あ
り
）
を

先
取
し
た
方
が
勝
利
と
な
る
。

先
取
し
た
方
が
勝
利
と
な
る
。

　

本
大
会
は
選
手
の
試
合
以
外
に
、
来
場

　

本
大
会
は
選
手
の
試
合
以
外
に
、
来
場

者
に
向
け
た
多
様
な
柔
道
の
価
値
を
共
有

者
に
向
け
た
多
様
な
柔
道
の
価
値
を
共
有

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。

す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
。

男子・90kg 級

村尾が初優勝、パリオリンピック金メダルへ確かな一歩
　パリオリンピック代表に決定している村尾三四郎と、世界ランク　パリオリンピック代表に決定している村尾三四郎と、世界ランク
１位のL・マイスラーゼ（ジョージア）が決勝で相１位のL・マイスラーゼ（ジョージア）が決勝で相見見

まみまみ

える。ゴールえる。ゴール
デンスコアに突入し、マイスラーゼが大外刈を仕掛けようとするデンスコアに突入し、マイスラーゼが大外刈を仕掛けようとする
が、技の切れ目に村尾が内股を繰り出し（写真）、一本。優勝を手が、技の切れ目に村尾が内股を繰り出し（写真）、一本。優勝を手
にし、パリ 2024 オリンピックのメダル獲得に向けて好調なスターにし、パリ 2024 オリンピックのメダル獲得に向けて好調なスター
トを切った。トを切った。

男子 90kg 級・決勝＝村尾（手前）が内股でマイスラーゼを下す男子 90kg 級・決勝＝村尾（手前）が内股でマイスラーゼを下す

　

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
２
０
２
３

　

グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
２
０
２
３

（
主
催
＝
国
際
柔
道
連
盟
、
主
管
＝
全

（
主
催
＝
国
際
柔
道
連
盟
、
主
管
＝
全

日
本
柔
道
連
盟
）
が

日
本
柔
道
連
盟
）
が
1212
月
２
・
３
日
の

月
２
・
３
日
の

２
日
間
、
東
京
・
千
駄
ヶ
谷
の
東
京
体

２
日
間
、
東
京
・
千
駄
ヶ
谷
の
東
京
体

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
世
界

育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
世
界

8484
カ
国
・
地
域
か
ら
男
女
合
わ
せ
て

カ
国
・
地
域
か
ら
男
女
合
わ
せ
て
506506

名
の
選
手
が
出
場
。
東
京
２
０
２
０
オ

名
の
選
手
が
出
場
。
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
や
世
界
ラ
ン

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
や
世
界
ラ
ン

キ
ン
グ
上
位
者
が
多
数
出
場
し
、
各
試

キ
ン
グ
上
位
者
が
多
数
出
場
し
、
各
試

合
場
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

合
場
で
激
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

日
本
人
選
手
で
は
、
永
山
竜
樹
（
Ｓ

　

日
本
人
選
手
で
は
、
永
山
竜
樹
（
Ｓ

Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
阿
部

Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
阿
部

一
二
三（
パ
ー
ク

一
二
三（
パ
ー
ク
2424
）、村
尾
三
四
郎（
ジ

）、村
尾
三
四
郎（
ジ

ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー

ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、
角
田
夏
実
（
Ｓ
Ｂ

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）、
角
田
夏
実
（
Ｓ
Ｂ

Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
阿
部
詩

Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
阿
部
詩

（
パ
ー
ク

（
パ
ー
ク
2424
）、髙
市
未
来
（
コ
マ
ツ
）、

）、髙
市
未
来
（
コ
マ
ツ
）、

新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
２
年
）
の
７

新
井
万
央
（
日
本
体
育
大
２
年
）
の
７

名
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

名
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

日
本
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阿部（一）が２大会ぶりの
グランドスラム制覇

　東京 2020 オリンピック金メダリストの阿　東京 2020 オリンピック金メダリストの阿
部一二三は、一回戦から決勝まですべて一部一二三は、一回戦から決勝まですべて一
本勝で勝利する快進撃を見せ、決勝に進出。本勝で勝利する快進撃を見せ、決勝に進出。
決勝では世界ランク２位の B・ヨンドンペ決勝では世界ランク２位の B・ヨンドンペ
レンレイ（モンゴル）を引込返の一本勝でレンレイ（モンゴル）を引込返の一本勝で
下し（写真）、圧倒的な力を示して優勝した。下し（写真）、圧倒的な力を示して優勝した。

男子・66kg 級

男子 66kg 級・決勝＝阿部（上）が引込返で一本をとる男子 66kg 級・決勝＝阿部（上）が引込返で一本をとる

永山、髙藤とのライバル対決を制す
　決勝は、東京 2020 オリンピック金メダリス　決勝は、東京 2020 オリンピック金メダリス
トの髙藤直寿（パーク 24）と永山竜樹の対決。トの髙藤直寿（パーク 24）と永山竜樹の対決。
両者は２０１９年大会決勝でも対戦し、その両者は２０１９年大会決勝でも対戦し、その
試合は髙藤が永山を破りオリンピック出場を試合は髙藤が永山を破りオリンピック出場を
決めている。GSで、永山が決めている。GSで、永山が渾渾

こんこん

身身
しんしん

の一本背負投の一本背負投
を放つと（写真）、見事に一本となり勝利。４を放つと（写真）、見事に一本となり勝利。４
年ぶりのリベンジを果たした。年ぶりのリベンジを果たした。

男子・60kg 級

試合終了後、健闘を試合終了後、健闘を
讃（たた）えあう両者讃（たた）えあう両者

男子 60kg 級・決勝＝永山（手前）の一本背負投が決まる男子 60kg 級・決勝＝永山（手前）の一本背負投が決まる

女子・48kg 級
一瞬の決勝、角田が圧巻の強さで金
　　角田夏実と、Ｊ・フィゲロア（スペイン）角田夏実と、Ｊ・フィゲロア（スペイン）
が決勝を争う。試合開始早々に角田がフィゲが決勝を争う。試合開始早々に角田がフィゲ
ロアの足を払う。体勢を崩したフィゲロアのロアの足を払う。体勢を崩したフィゲロアの
右腕を角田が素早く捉えると、右腕を角田が素早く捉えると、腕腕

うでうで

挫挫
ひしぎひしぎ

十字固に十字固に
転じる（写真）。フィゲロアがたまらず「参っ転じる（写真）。フィゲロアがたまらず「参っ
た」し、試合終了。試合時間わずか 25 秒の決た」し、試合終了。試合時間わずか 25 秒の決
着に会場は大きくどよめいた。着に会場は大きくどよめいた。 女子 48kg 級・決勝＝角田（奥）の腕腕挫十字固女子 48kg 級・決勝＝角田（奥）の腕腕挫十字固

阿部（詩）が女王の座を守り抜く
　　阿部詩と、A・ネト（フランス）による阿部詩と、A・ネト（フランス）による
決勝。阿部が序盤から積極的に攻める。ネ決勝。阿部が序盤から積極的に攻める。ネ
トが負けじと応じるも、ディフェンディントが負けじと応じるも、ディフェンディン
グチャンピオンの阿部は試合のペースを譲グチャンピオンの阿部は試合のペースを譲
らない。ネトが強引に担ごうとした隙を、らない。ネトが強引に担ごうとした隙を、
阿部が小内刈で仕留め、見事一本（写真）。阿部が小内刈で仕留め、見事一本（写真）。
阿部が盤石の強さで２連覇を達成した。阿部が盤石の強さで２連覇を達成した。

女子・52kg 級

序盤から積極的に序盤から積極的に
攻める阿部（手前）攻める阿部（手前）

女子 52kg 級・決勝＝阿部（左）が小内刈りでネトを下す女子 52kg 級・決勝＝阿部（左）が小内刈りでネトを下す
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ベテランの髙市が意地の２連覇
　　前回覇者の髙市未来と今年の講道館杯で優前回覇者の髙市未来と今年の講道館杯で優
勝してる山口葵良梨（国士舘大４年）の決勝。勝してる山口葵良梨（国士舘大４年）の決勝。
山口が得意技の内股を連続で仕掛け、髙市を攻山口が得意技の内股を連続で仕掛け、髙市を攻
める。髙市は必死に耐えるも極端な防御姿勢のめる。髙市は必死に耐えるも極端な防御姿勢の
反則を一つ付与される。試合はGSへ突入。山反則を一つ付与される。試合はGSへ突入。山
口が内股を仕掛けるタイミングを見計らい、髙口が内股を仕掛けるタイミングを見計らい、髙
市が上から崩し、縦四方固で抑え込み、一本を市が上から崩し、縦四方固で抑え込み、一本を
奪う（写真）。髙市が２連覇を成し遂げた。奪う（写真）。髙市が２連覇を成し遂げた。

女子・63kg 級

新井が全試合一本勝で優勝
　　決勝戦は、新井万央とL・フォンテーヌ決勝戦は、新井万央とL・フォンテーヌ
（フランス）が争った。互いに消極的姿勢の（フランス）が争った。互いに消極的姿勢の
反則が２回ずつ付与され、勝負の行方はGS反則が２回ずつ付与され、勝負の行方はGS
へ。新井の攻めにフォンテーヌが体制を崩へ。新井の攻めにフォンテーヌが体制を崩
す。新井は好機を逃さず、崩上四方固で抑す。新井は好機を逃さず、崩上四方固で抑
え込み、一本。新井は初出場ながら、全てえ込み、一本。新井は初出場ながら、全て
一本勝でグランドスラム初制覇を果たした。一本勝でグランドスラム初制覇を果たした。

女子・78kg 超級

女子 78kg 超級・決勝＝新井（上）が崩上四方固で抑え込む女子 78kg 超級・決勝＝新井（上）が崩上四方固で抑え込む

女子 63kg 級・決勝＝髙市（上）が縦四方固で一本女子 63kg 級・決勝＝髙市（上）が縦四方固で一本

○
そ
の
他
の
試
合

○
そ
の
他
の
試
合

■
男
子

■
男
子

◉◉
7373
㎏
級
㎏
級

　

２
連
覇
を
狙
う
橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク

　

２
連
覇
を
狙
う
橋
本
壮
市
（
パ
ー
ク

2424
）
と
、
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の

）
と
、
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
HH
・
ヘ
・
ヘ

イ
ダ
ロ
フ
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）
が
決

イ
ダ
ロ
フ
（
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
）
が
決

勝
を
争
う
。

勝
を
争
う
。
G
S
G
S
開
始
直
後
、
ヘ
イ
ダ

開
始
直
後
、
ヘ
イ
ダ

ロ
フ
が
橋
本
の
右
腕
を
捕
ら
え
、
体
制
が

ロ
フ
が
橋
本
の
右
腕
を
捕
ら
え
、
体
制
が

崩
れ
た
と
こ
ろ
を
す
か
さ
ず
隅
返
に
転
じ

崩
れ
た
と
こ
ろ
を
す
か
さ
ず
隅
返
に
転
じ

ら
れ
、
技
あ
り
。
橋
本
は
連
覇
を
逃
す
こ

ら
れ
、
技
あ
り
。
橋
本
は
連
覇
を
逃
す
こ

と
と
な
っ
た
。

と
と
な
っ
た
。

◉◉
8181
㎏
級
㎏
級

　

パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選

　

パ
リ
２
０
２
４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
選

手
に
決
定
し
て
い
る
永
瀬
貴
規
（
旭
化

手
に
決
定
し
て
い
る
永
瀬
貴
規
（
旭
化

成
）
が
、
３
回
戦
で
痛
恨
の
敗
退
。
決
勝

成
）
が
、
３
回
戦
で
痛
恨
の
敗
退
。
決
勝

戦
は
世
界
ラ
ン
ク
２
位
の

戦
は
世
界
ラ
ン
ク
２
位
の
LL
・
ジ
ョ
ン

・
ジ
ョ
ン

フ
ァ
ン
（
韓
国
）
と
、

フ
ァ
ン
（
韓
国
）
と
、
MM
・
カ
ス
（
ベ
ル

・
カ
ス
（
ベ
ル

ギ
ー
）
が
争
い
、
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
が
小
内

ギ
ー
）
が
争
い
、
ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
が
小
内

巻
込
で
技
あ
り
を
先
取
。
時
間
い
っ
ぱ
い

巻
込
で
技
あ
り
を
先
取
。
時
間
い
っ
ぱ
い

守
り
切
り
優
勝
を
手
に
し
た
。

守
り
切
り
優
勝
を
手
に
し
た
。

◉◉
100100
㎏
級
㎏
級

　

悲
願
の
優
勝
を
狙
う
ウ
ル
フ
・
ア
ロ
ン

　

悲
願
の
優
勝
を
狙
う
ウ
ル
フ
・
ア
ロ
ン

（
パ
ー
ク

（
パ
ー
ク
2424
）
は
、
３
回
戦
で
前
回
大
会

）
は
、
３
回
戦
で
前
回
大
会

で
敗
れ
て
い
る

で
敗
れ
て
い
る
GG
・
ピ
レ
ッ
リ
（
イ
タ

・
ピ
レ
ッ
リ
（
イ
タ

リ
ア
）
と
対
戦
。
果
敢
に
攻
め
込
む
も
反

リ
ア
）
と
対
戦
。
果
敢
に
攻
め
込
む
も
反

則
負
け
で
無
念
の
敗
退
。
決
勝
に
進
ん
だ

則
負
け
で
無
念
の
敗
退
。
決
勝
に
進
ん
だ

の
は
、

の
は
、
MM
・
カ
ニ
コ
フ
ス
キ
ー
（
中
立
選

・
カ
ニ
コ
フ
ス
キ
ー
（
中
立
選

手
）
と
、
準
決
勝
で
ピ
レ
ッ
リ
を
下
し
た

手
）
と
、
準
決
勝
で
ピ
レ
ッ
リ
を
下
し
た

新
井
道
大
（
東
海
大
１
年
）。
上
り
調
子

新
井
道
大
（
東
海
大
１
年
）。
上
り
調
子

の
新
井
だ
っ
た
が
、
試
合
開
始
か
ら
間
も

の
新
井
だ
っ
た
が
、
試
合
開
始
か
ら
間
も

無
く
引
込
返
を
決
め
ら
れ
、
あ
え
な
く
敗

無
く
引
込
返
を
決
め
ら
れ
、
あ
え
な
く
敗

れ
て
し
ま
っ
た
。

れ
て
し
ま
っ
た
。

◉◉
100100
㎏
超
級

㎏
超
級

　

斉
藤
立
（
国
士
舘
大
４
年
）
は
、
準
々

　

斉
藤
立
（
国
士
舘
大
４
年
）
は
、
準
々

決
勝
で

決
勝
で
KK
・
ミ
ン
ジ
ョ
ウ
ン
（
韓
国
）

・
ミ
ン
ジ
ョ
ウ
ン
（
韓
国
）

と
戦
い
、
払
腰
か
ら
の
袈
裟
固
で
合
わ
せ

と
戦
い
、
払
腰
か
ら
の
袈
裟
固
で
合
わ
せ

技
一
本
を
許
し
、
敗
退
。
決
勝
は
、
ミ
ン

技
一
本
を
許
し
、
敗
退
。
決
勝
は
、
ミ
ン

ジ
ョ
ウ
ン
と
Ｔ
・
バ
シ
ャ
エ
フ
（
中
立
選

ジ
ョ
ウ
ン
と
Ｔ
・
バ
シ
ャ
エ
フ
（
中
立
選

手
）
が
争
い
、
バ
シ
ャ
エ
フ
が
浮
落
で
一

手
）
が
争
い
、
バ
シ
ャ
エ
フ
が
浮
落
で
一

本
勝
ち
し
た
。

本
勝
ち
し
た
。

男子 73kg 級・決勝＝橋本（右）対ヘイダロフ男子 73kg 級・決勝＝橋本（右）対ヘイダロフ
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■
女
子

■
女
子

◉◉
5757
㎏
級
㎏
級

　

前
回
大
会
を
制
し
た
舟
久
保
遥
香
（
三

　

前
回
大
会
を
制
し
た
舟
久
保
遥
香
（
三

井
住
友
海
上
）
が

井
住
友
海
上
）
が
怪怪けけ

我我がが

の
た
め
欠
場
。
講

の
た
め
欠
場
。
講

道
館
杯
を
制
し
た
古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク

道
館
杯
を
制
し
た
古
賀
ひ
よ
り
（
パ
ー
ク

2424
）
や
体
重
別
選
手
権
で
初
出
場
初
優
勝

）
や
体
重
別
選
手
権
で
初
出
場
初
優
勝

を
成
し
遂
げ
た
髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー
ス

を
成
し
遂
げ
た
髙
野
綺
海
（
日
本
エ
ー
ス

サ
ポ
ー
ト
）
な
ど
が
健
闘
す
る
も
、
３
回

サ
ポ
ー
ト
）
な
ど
が
健
闘
す
る
も
、
３
回

戦
の
時
点
で
全
員
が
姿
を
消
し
た
。
決
勝

戦
の
時
点
で
全
員
が
姿
を
消
し
た
。
決
勝

はは
CC
・
デ
グ
チ
（
カ
ナ
ダ
）
と

・
デ
グ
チ
（
カ
ナ
ダ
）
と
JJ
・
リ
・
リ

マ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
が
対
戦
し
、
デ
グ
チ
が

マ
（
ブ
ラ
ジ
ル
）
が
対
戦
し
、
デ
グ
チ
が

大
外
刈
を
決
め
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

大
外
刈
を
決
め
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
。

◉◉
7070
㎏
級
㎏
級

　

体
重
別
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
田
中

　

体
重
別
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
た
田
中

志
歩
（

志
歩
（
J
R
J
R
東
日
本
）
と
、

東
日
本
）
と
、SS
・
フ
ァ
ン
・

・
フ
ァ
ン
・

ダ
イ
ク（
オ
ラ
ン
ダ
）が
決
勝
を
争
っ
た
。

ダ
イ
ク（
オ
ラ
ン
ダ
）が
決
勝
を
争
っ
た
。

G
S
G
S
に
突
入
し
、
田
中
が
内
股
を
攻
め

に
突
入
し
、
田
中
が
内
股
を
攻
め

た
と
こ
ろ
を
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
が
体
を
捻

た
と
こ
ろ
を
フ
ァ
ン
・
ダ
イ
ク
が
体
を
捻

ら
せ
て
裏
投
に
転
じ
、
技
あ
り
。
田
中
は

ら
せ
て
裏
投
に
転
じ
、
技
あ
り
。
田
中
は

銀
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
。

銀
メ
ダ
ル
と
な
っ
た
。

◉◉
7878
㎏
級
㎏
級

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学

リ
ス
ト
の
濵
田
尚
里
（
自
衛
隊
体
育
学

校
）、
本
年
度
、
講
道
館
杯
で
優
勝
し
た

校
）、
本
年
度
、
講
道
館
杯
で
優
勝
し
た

杉
村
美
寿
希
（
東
海
大
２
年
）
が
３
回
戦

杉
村
美
寿
希
（
東
海
大
２
年
）
が
３
回
戦

で
姿
を
消
し
、
前
回
大
会
覇
者
の
髙
山

で
姿
を
消
し
、
前
回
大
会
覇
者
の
髙
山

莉
加
（
三
井
住
友
海
上
）、
今
年
の
全
日

莉
加
（
三
井
住
友
海
上
）、
今
年
の
全
日

本
女
子
柔
道
選
手
権
覇
者
の
梅
木
真
美

本
女
子
柔
道
選
手
権
覇
者
の
梅
木
真
美

（（
A
L
S
O
K

A
L
S
O
K
）
が
と
も
に
準
決
勝
で
敗

）
が
と
も
に
準
決
勝
で
敗

退
。
決
勝
は
、濵
田
、髙
山
を
破
っ
た

退
。
決
勝
は
、濵
田
、髙
山
を
破
っ
た
II
・・

ラ
ニ
ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）、
杉
村
と
梅
木

ラ
ニ
ル
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）、
杉
村
と
梅
木

を
破
っ
た

を
破
っ
た
MM
・
ア
ギ
ア
ル
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

・
ア
ギ
ア
ル
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

が
争
い
、
ア
ギ
ア
ル
が
払
巻
込
で
技
あ
り

が
争
い
、
ア
ギ
ア
ル
が
払
巻
込
で
技
あ
り

を
先
取
し
優
勝
し
た
。

を
先
取
し
優
勝
し
た
。

女子 70kg 級・決勝＝田中（左）対ファン・ダイク女子 70kg 級・決勝＝田中（左）対ファン・ダイク

○
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
優
勝
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●●
6060
㎏
級
優
勝
＝
永
山
竜
樹
選
手

㎏
級
優
勝
＝
永
山
竜
樹
選
手

　
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

「
決
勝
の
髙
藤
選
手
は
尊
敬
す
る
先
輩
で

「
決
勝
の
髙
藤
選
手
は
尊
敬
す
る
先
輩
で

あ
り
、
ず
っ
と
争
っ
て
き
た
ラ
イ
バ
ル
で

あ
り
、
ず
っ
と
争
っ
て
き
た
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
り
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
２
オ
リ
ン

も
あ
り
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
２
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
代
表
選
考
の
時
（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ピ
ッ
ク
代
表
選
考
の
時
（
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ

ム
大
阪
・
２
０
１
９
年
）
は
、
決
勝
で
髙

ム
大
阪
・
２
０
１
９
年
）
は
、
決
勝
で
髙

藤
選
手
に
負
け
て
代
表
に
な
れ
な
か
っ
た

藤
選
手
に
負
け
て
代
表
に
な
れ
な
か
っ
た

の
で
、
そ
の
過
去
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い

の
で
、
そ
の
過
去
を
乗
り
越
え
よ
う
と
い

う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。（
試
合
終
了

う
気
持
ち
で
挑
み
ま
し
た
。（
試
合
終
了

後
）
髙
藤
選
手
に
『
よ
く
頑
張
っ
た
な
、

後
）
髙
藤
選
手
に
『
よ
く
頑
張
っ
た
な
、

こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
よ
』
と
声
を
か
け
ら

こ
れ
か
ら
も
頑
張
れ
よ
』
と
声
を
か
け
ら

れ
た
時
、胸
に
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」

れ
た
時
、胸
に
く
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」

●●
6666
㎏
級
優
勝
＝
阿
部
一
二
三
選
手

㎏
級
優
勝
＝
阿
部
一
二
三
選
手

　
（
パ
ー
ク

　
（
パ
ー
ク
2424
））

「
国
内
で
行
わ
れ
る
国
際
大
会
が
こ
の
グ

「
国
内
で
行
わ
れ
る
国
際
大
会
が
こ
の
グ

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
１
回
し
か
な
い
と
い
う
中

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
１
回
し
か
な
い
と
い
う
中

で
、
多
く
の
観
客
の
皆
さ
ん
の
前
で
、
自

で
、
多
く
の
観
客
の
皆
さ
ん
の
前
で
、
自

分
の
柔
道
を
見
せ
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で

分
の
柔
道
を
見
せ
て
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
決
勝
戦

き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。（
決
勝
戦

に
つ
い
て
）
相
手
も
フ
ェ
イ
ン
ト
や
足
技

に
つ
い
て
）
相
手
も
フ
ェ
イ
ン
ト
や
足
技

がが
上上うう

手手まま

く
、
身
体
の
反
応
も
す
ご
く
良
か

く
、
身
体
の
反
応
も
す
ご
く
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
世
界
を
相

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
世
界
を
相

手
に
す
る
に
は
、
ど
ん
な
状
況
に
も
惑
わ

手
に
す
る
に
は
、
ど
ん
な
状
況
に
も
惑
わ

さ
れ
ず
、
適
応
で
き
る
こ
と
が
大
事
に
な

さ
れ
ず
、
適
応
で
き
る
こ
と
が
大
事
に
な

っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
ど
ん
な
相
手
と

っ
て
く
る
と
思
う
の
で
、
ど
ん
な
相
手
と

や
っ
て
も
し
っ
か
り
投
げ
ら
れ
る
技
を
、

や
っ
て
も
し
っ
か
り
投
げ
ら
れ
る
技
を
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
さ
ら
に
練

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
さ
ら
に
練

習
し
て
い
き
た
い
で
す
」

習
し
て
い
き
た
い
で
す
」

●●
9090
㎏
級
優
勝
＝
村
尾
三
四
郎
選
手

㎏
級
優
勝
＝
村
尾
三
四
郎
選
手

　
（
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
（
ジ
ャ
パ
ン
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）

「
怪
我
か
ら
の
復
帰
明
け
で
、
ま
だ
痛
い

「
怪
我
か
ら
の
復
帰
明
け
で
、
ま
だ
痛
い

と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
う
い
っ
た

中
で
も
強
敵
相
手
に
勝
っ
た
と
い
う
の

中
で
も
強
敵
相
手
に
勝
っ
た
と
い
う
の

は
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
内

は
、
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
内

容
だ
け
見
れ
ば

容
だ
け
見
れ
ば
7070
点
く
ら
い
で
す
か
ね
。

点
く
ら
い
で
す
か
ね
。

心技体 人を育てる総合誌
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準
決
勝
の
指
導
を
と
ら
れ
た
場
面
や
、
自

準
決
勝
の
指
導
を
と
ら
れ
た
場
面
や
、
自

分
が
不
用
意
に

分
が
不
用
意
に
潰潰つ
ぶ
つ
ぶ

れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

れ
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ

な
ど
新
た
な
課
題
が
見
え
て
き
た
の
で
、

な
ど
新
た
な
課
題
が
見
え
て
き
た
の
で
、

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
た
め
一

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
勝
す
る
た
め
一

つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
す
」

つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
す
」

●●
4848
㎏
級
優
勝
＝
角
田
夏
実
選
手

㎏
級
優
勝
＝
角
田
夏
実
選
手

　
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

　
（
Ｓ
Ｂ
Ｃ
湘
南
美
容
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

「
決
勝
の
相
手
が
前
回
負
け
た
選
手
だ
っ

「
決
勝
の
相
手
が
前
回
負
け
た
選
手
だ
っ

た
の
で
、
す
ご
い
緊
張
し
て
い
た
の
で
す

た
の
で
、
す
ご
い
緊
張
し
て
い
た
の
で
す

が
、
勝
て
て
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
は
も

が
、
勝
て
て
良
か
っ
た
で
す
。
本
当
は
も

う
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
試
し
た
り
、
パ
リ

う
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
試
し
た
り
、
パ
リ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
課
題
を
見
つ
け

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
課
題
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
試
合
を
し
よ
う
と
思
っ
て

ら
れ
る
よ
う
な
試
合
を
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
試
合
場
に
立
つ
と

い
ま
し
た
。
で
す
が
、
試
合
場
に
立
つ
と

ど
う
し
て
も
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま

ど
う
し
て
も
勝
ち
に
こ
だ
わ
っ
て
し
ま

い
、
無
意
識
に
い
つ
も
通
り
の
試
合
を
し

い
、
無
意
識
に
い
つ
も
通
り
の
試
合
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
得
意
技
に
し
て
い
る

て
し
ま
い
ま
し
た
。
得
意
技
に
し
て
い
る

巴
投
や
、
関
節
技
、
寝
技
は
、
パ
リ
オ
リ

巴
投
や
、
関
節
技
、
寝
技
は
、
パ
リ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
も
他
の
選
手
か
ら
相
当
研
究

ン
ピ
ッ
ク
で
も
他
の
選
手
か
ら
相
当
研
究

さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
課
題

さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
今
後
も
課
題

を
持
ち
な
が
ら
今
後
の
世
界
大
会
に
臨
み

を
持
ち
な
が
ら
今
後
の
世
界
大
会
に
臨
み

た
い
で
す
」

た
い
で
す
」

●●
5252
㎏
級
優
勝
＝
阿
部
詩
選
手

㎏
級
優
勝
＝
阿
部
詩
選
手

　
（
パ
ー
ク

　
（
パ
ー
ク
2424
））

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
に
応
援
さ
れ

「
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
人
に
応
援
さ
れ

る
中
で
の
試
合
が
久
々
だ
っ
た
の
で
、
と

る
中
で
の
試
合
が
久
々
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
て
も
嬉嬉う
れ
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。（
５
月
の
）
世

し
か
っ
た
で
す
。（
５
月
の
）
世

界
選
手
権
で
も
兄
妹
で
優
勝
し
、今
年（
２

界
選
手
権
で
も
兄
妹
で
優
勝
し
、今
年（
２

０
２
３
年
）
は
２
人
と
も
負
け
な
し
で
来

０
２
３
年
）
は
２
人
と
も
負
け
な
し
で
来

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
良
い
ス
タ

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
り

ー
ト
を
切
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
周
り

か
ら
見
れ
ば
圧
倒
的
な
試
合
だ
っ
た
と
思

か
ら
見
れ
ば
圧
倒
的
な
試
合
だ
っ
た
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
回
戦
で

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
１
回
戦
で

な
か
な
か
足
が
動
か
な
い
こ
と
や
、
投
げ

な
か
な
か
足
が
動
か
な
い
こ
と
や
、
投
げ

急
い
で
し
ま
う
部
分
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課

急
い
で
し
ま
う
部
分
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
次
の
試

題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
次
の
試

合
ま
で
に
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
」

合
ま
で
に
改
善
し
て
い
き
た
い
で
す
」

●●
6363
㎏
級
優
勝
＝
髙
市
未
来
選
手

㎏
級
優
勝
＝
髙
市
未
来
選
手

　
（
コ
マ
ツ
）

　
（
コ
マ
ツ
）

「
今
は
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

「
今
は
優
勝
で
き
て
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
待
っ
て
い
る
厳
し
い

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
待
っ
て
い
る
厳
し
い

道
の
り
へ
の
覚
悟
も
芽
生
え
て
い
ま
す
。

道
の
り
へ
の
覚
悟
も
芽
生
え
て
い
ま
す
。

（
今
後
の
進
退
に
つ
い
て
）
本
当
に
も
う

（
今
後
の
進
退
に
つ
い
て
）
本
当
に
も
う

や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
し
、
選
手
と
し

や
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
し
、
選
手
と
し

て
も
体
は
限
界
で
し
た
。
で
す
が
、
今
こ

て
も
体
は
限
界
で
し
た
。
で
す
が
、
今
こ

う
や
っ
て
試
合
が
、
柔
道
が
で
き
て
い
る

う
や
っ
て
試
合
が
、
柔
道
が
で
き
て
い
る

こ
と
に
す
ご
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
す
ご
く
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

過
去
２
回
出
場
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

過
去
２
回
出
場
し
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

自
分
の
中
で
勝
手
に
魔
物
を
つ
く
っ
て
縮

自
分
の
中
で
勝
手
に
魔
物
を
つ
く
っ
て
縮

こ
ま
っ
て
挑
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
今
回

こ
ま
っ
て
挑
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
今
回

は
そ
ん
な
こ
と
は
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
に
自

は
そ
ん
な
こ
と
は
せ
ず
、
シ
ン
プ
ル
に
自

分
の
良
さ
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
」

分
の
良
さ
を
出
し
て
い
き
た
い
で
す
」

◇◇

　

本
大
会
終
了
後
に
全
日
本
柔
道
連
盟
強

　

本
大
会
終
了
後
に
全
日
本
柔
道
連
盟
強

化
委
員
会
が
開
か
れ
、
パ
リ
２
０
２
４
オ

化
委
員
会
が
開
か
れ
、
パ
リ
２
０
２
４
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
に
つ
い
て
の
審

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代
表
選
手
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
男
子

議
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
男
子
6060
㎏㎏

級
の
永
山
竜
樹
選
手
、
女
子

級
の
永
山
竜
樹
選
手
、
女
子
6363
㎏
級
の
髙

㎏
級
の
髙

市
未
来
選
手
、
女
子

市
未
来
選
手
、
女
子
7878
㎏
級
の
髙
山
莉
加

㎏
級
の
髙
山
莉
加

選
手
の
３
名
が
代
表
選
手
に
決
定
し
た
。

選
手
の
３
名
が
代
表
選
手
に
決
定
し
た
。

　

残
す
階
級
は
男
子

　

残
す
階
級
は
男
子
100100
㎏
級
の
み
と
な

㎏
級
の
み
と
な

り
、
本
年
度
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
の
結

り
、
本
年
度
開
催
さ
れ
る
世
界
大
会
の
結

果
を
踏
ま
え
審
議
さ
れ
る
。

果
を
踏
ま
え
審
議
さ
れ
る
。

○
柔
道
の
価
値
を
分
か
ち
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

本
大
会
で
は
、
会
場
に
訪
れ
た
観
客
と
多
様
な
柔
道
の
価
値
を
共
有
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
２
日
に
は
、
全
日
本
柔
道
連
盟
が
策
定
す
る

「
長
期
育
成
指
針
」
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
３
日
に
は
、
パ
ラ
柔
道

と
全
日
本
柔
道
連
盟
ア
ス
リ
ー
ト
委
員

会
に
よ
る
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ

と
、
メ
ダ
リ
ス
ト
と
キ
ッ
ズ
柔
道
家

の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
行
わ
れ

た
。
キ
ッ
ズ
柔
道
家
の
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ

ン
マ
ッ
チ
に
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
大
野
将
平

氏
（
旭
化
成
）、
新
井
千
鶴
氏
（
三
井

住
友
海
上
）
が
対
戦
相
手
と
し
て
登
場

し
、
未
来
の
メ
ダ
リ
ス
ト
た
ち
と
試
合

を
行
っ
た
。

メダリストとキッズ柔道家のエキシビションマ
ッチ。大野将平氏に華麗な背負投を決める山田
航太郎君（向原柔道クラブ・写真手前）



253253 月刊「武道」　2024．1月刊「武道」　2024．1

60 ㌔級 髙藤直寿（パーク 24）永山竜樹（ＳＢＣ湘南美容クリニック） 中村太樹（国士舘大３年）
A.BLIEV（中立選手）

66 ㌔級 阿部一二三（パーク 24） B.YOUDONPERENLEI（モンゴル） D.VIERU（モルドバ）H.AGAMAMMEDOV（トルクメニスタン）

樋口裕大（大阪府警）＝１回戦敗退

竹市裕亮（国士舘大１年）＝１回戦敗退

J.LEE（韓国） 永瀬貴規（旭化成）＝３回戦敗退
天野海斗（東海大２年）＝２回戦敗退

M.IGOLNIKOV（中立選手）

斉藤　立（国士舘大４年）＝５位
藤本偉央（日本体育大２年）＝７位

73㌔級 M.LOMBARDO（イタリア）橋本壮市（パーク 24）
G.TERASHVILI（ジョージア）

81 ㌔級 D.KAPAPETYAN（中立選手）
Z.TCKAEV（アゼルバイジャン）

90 ㌔級 L.MAISURADZE（ジョージア）村尾三四郎（ジャパンエレベーターホールディングス） C.PARLATI（イタリア）

100 ㌔級 新井道大（東海大１年）M.KANIKOVSKIY（中立選手） M.KORREL（オランダ）

100 ㌔超級 M.KIM（韓国） I.TASOEV（中立選手）
L.KRPALEK（チェコ）

48 ㌔級 J.FIGUEROA（スペイン） C.COSTA（ポルトガル）角田夏実（ＳＢＣ湘南美容クリニック）

52 ㌔級 神谷　鈴（龍谷大３年）＝１回戦敗退

堀川　恵（パーク 24）＝５位

阿部　詩（パーク 24） G.PROMO（イスラエル）
S.LKHAGVASUREN（モンゴル）A.GNETO（フランス）

宮木果乃（日本大１年）

C.L.LIEN（チャイニーズタイペイ）

　髙市未来（コマツ）

S.MOSCALU（ルーマニア）

R.HERSHKO（イスラエル）
児玉ひかる（ＳＢＣ湘南美容クリニック）＝５位、瀨川麻優（ALSOK）＝７位
高橋瑠璃（ＳＢＣ湘南美容クリニック）＝２回戦敗退

I.LANIR（イスラエル） 梅木真美（ALSOK）、杉村美寿希（東海大２年）＝５位
濵田尚里（自衛隊体育学校）＝７位

57 ㌔級 C.DEGUCHI（カナダ） J.LIMA（ブラジル） J.KLIMKAIT（カナダ）

63 ㌔級 山口葵良梨（国士舘大４年） 髙木水月（明治国際医療大２年）
J.VAN LIESHOUT（オランダ）

70 ㌔級 S.VAN DIJKE（オランダ） 寺田宇多菜（ＪＲ東日本）＝５位、西願寺里保（コマツ）
本田万結（東海大１年）＝２回戦敗退A.TUNODA ROUSTANT（スペイン）

78 ㌔級 髙山莉加（三井住友海上）
H.YOON（韓国）M.AGUIAR（ブラジル）

78 ㌔超級 L.FONTAINE（フランス） S.PARK（韓国）新井万央（日本体育大２年）

H.HEYDAROV（アゼルバイジャン）

ウルフ・アロン（パーク 24）＝７位
飯田健太郎（旭化成）＝２回戦敗退、植岡虎太郎（日本製鉄）＝３回戦敗退

髙野綺海（日本エースサポート）＝７位、玉置桃（三井住友海上）
本田里來（敬愛高２年）＝２回戦敗退、古賀ひより（パーク24）＝1回戦負け

福田大和（東海大２年）＝２回戦敗退

M.CASSE（ベルギー）

川端倖明（国士舘高３年）＝２回戦敗退

Z.KOTSOIEV（アゼルバイジャン）

T.BASHAEV（中立選手）

田中志歩（ＪＲ東日本）

【大会結果】
◆男子 優勝 ２位 ３位 その他の日本選手

◆女子 優勝 ２位 ３位 その他の日本選手
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ニュース　全日本大学空手道選手権大会

近
畿
大
工
学
部

近
畿
大
工
学
部

悲
願
の
初
優
勝

悲
願
の
初
優
勝

第第
6767
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会

　

大
学
空
手
日
本
一
を
決
め
る
第

　

大
学
空
手
日
本
一
を
決
め
る
第
6767
回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
が
昨
年

回
全
日
本
大
学
空
手
道
選
手
権
大
会
が
昨
年

1111
月月
1919
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
男
子
団
体
組
手
で
は
、
近
畿
大
工
学

日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
男
子
団
体
組
手
で
は
、
近
畿
大
工
学

部
（
中
四
国
）
が
、決
勝
で
近
畿
大
（
関
西
）
を
下
し
、悲
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

部
（
中
四
国
）
が
、決
勝
で
近
畿
大
（
関
西
）
を
下
し
、悲
願
の
初
優
勝
に
輝
い
た
。

女
子
団
体
組
手
で
は
、
京
都
産
業
大
（
関
西
）
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
団
体
形

女
子
団
体
組
手
で
は
、
京
都
産
業
大
（
関
西
）
が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
団
体
形

の
部
は
、
男
女
と
も
に
帝
京
大
（
関
東
）
が
盤
石
の
強
さ
で
優
勝
に
輝
い
た
。

の
部
は
、
男
女
と
も
に
帝
京
大
（
関
東
）
が
盤
石
の
強
さ
で
優
勝
に
輝
い
た
。

男子団体組手男子団体組手

（中四国）（中四国）
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男子団体組手・決勝＝近大工学部の中堅・山内（左）が上段突きを決める男子団体組手・決勝＝近大工学部の中堅・山内（左）が上段突きを決める
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ニュース　全日本大学空手道選手権大会

◯
近
畿
大
工
学
部　

３
―
０　

近
畿
大

　

決
勝
は
前
回
大
会
３
位
の
近
畿
大
工
学

部
と
、
前
回
大
会
準
優
勝
の
近
畿
大
の
同

大
学
対
決
。
先
鋒
戦
は
、
近
大
工
・
豊
田

陽
也
と
近
大
・
南
秀
之
輔
の
対
戦
。
試
合

は
豊
田
が
先
取
す
る
も
、
南
が
食
ら
い
つ

い
て
い
く
展
開
。
両
者
果
敢
に
攻
め
続

け
、
ポ
イ
ン
ト
を
取
っ
て
は
取
ら
れ
の
試

合
を
、
豊
田
が
４
―
３
の
僅
差
で
制
し
て

近
大
工
が
先
に
一
勝
す
る
。
続
く
次
鋒
戦

は
、
近
大
工
・
北
代
涼
馬
と
近
大
・
中
村

虎
太
郎
の
対
戦
。
試
合
開
始
１
分
59
秒
、

北
代
が
中
段
突
き
で
先
取
。
さ
ら
に
残
り

時
間
31
秒
、
北
代
が
中
段
蹴
り
で
技
有
り

を
取
る
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
い

く
。
な
ん
と
か
追
い
つ
き
た
い
中
村
は
、

試
合
終
盤
に
有
効
を
取
る
も
、
ポ
イ
ン
ト

差
を
埋
め
ら
れ
ず
４
―
１
で
試
合
終
了
。

近
大
工
が
初
優
勝
に
王
手
を
か
け
る
。
中

堅
戦
は
近
大
工
・
山
内
健
太
郎
と
近
大
・

赤
曽
部
瑞
生
の
対
戦
。
お
互
い
決
め
手
に

欠
く
中
、
開
始
２
分
に
両
者
同
時
に
中
段

突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
１
―
１
と
な

る
。
そ
の
後
赤
曽
部
が
有
効
で
先
取
し
、

さ
ら
に
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
て
優
位
に
立

つ
。
し
か
し
、
残
り
時
間
12
秒
で
、
山
内

が
有
効
を
取
り
、
あ
と
１
ポ
イ
ン
ト
で
逆

転
の
状
況
ま
で
持
ち
込
む
と
、
試
合
時
間

残
り
３
秒
、
山
内
が
上
段
突
き
を
決
め
て

逆
転
に
成
功
し
、
試
合
終
了
。
劇
的
な
逆

転
勝
利
で
近
畿
大
工
学
部
が
初
優
勝
に
輝

い
た
。

◎
優
勝
＝
近
畿
大
工
学
部
・
松
元
和
昭
監
督

「
今
回
、
無
敗
で
優
勝
で
き
た
の
で
最
高
の

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
少
数
精
鋭
・
文
武
両

道
で
や
っ
て
き
た
成
果
が
で
ま
し
た
。
力
を

出
し
切
れ
た
ら
負
け
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
の
で
、
選
手
を
信
じ
て
見
守
っ

て
い
ま
し
た
」

  

■
女
子
団
体
組
手
　
決
勝

  
■
男
子
団
体
組
手
　
決
勝

近大工の先鋒・豊田（左）が中段突きを決める近大工の先鋒・豊田（左）が中段突きを決める

◯
京
都
産
業
大　

２
―
０　

東
洋
大

　

決
勝
は
前
回
・
前
々
回
準
優
勝
の
京
都

産
業
大
と
初
の
決
勝
進
出
を
果
た
し
た
東

洋
大
の
対
決
。
先
鋒
戦
は
京
産
大
・
向
井

瑠
杏
と
東
洋
大
・
今
井
え
り
の
対
戦
。
試

合
は
開
始
早
々
向
井
が
先
取
す
る
と
、
そ

の
後
も
突
き
で
ポ
イ
ン
ト
を
重
ね
続
け
、

６
―
０
で
試
合
終
了
。
向
井
が
今
井
を
終

始
圧
倒
し
、
勝
利
を
も
た
ら
し
た
。
中
堅

戦
は
京
産
大
・
小
堂
利
奈
と
東
洋
大
・
石

井
菜
南
子
の
対
戦
。
中
盤
に
小
堂
が
先

取
。
さ
ら
に
残
り
27
秒
で
再
び
小
堂
が
有

効
を
取
る
。
後
が
な
い
石
井
は
ポ
イ
ン
ト

を
奪
え
な
い
ま
ま
試
合
は
終
了
。
京
産
大

選
手
は
、
決
勝
で
１
ポ
イ
ン
ト
も
相
手
に

取
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
初
の
栄
冠
に
輝
い

た
。

◎
優
勝
＝
京
都
産
業
大
・
荒
賀
龍
太
郎
監
督

「
前
回
も
前
々
回
も
決
勝
の
舞
台
で
負
け

て
い
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は
と
思
っ
て
学

生
た
ち
も
日
頃
の
稽
古
か
ら
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
力
を
発
揮
で

き
た
こ
と
が
優
勝
に
繋つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま

す
。
特
に
先
鋒
の
向
井
が
良
い
流
れ
を
持

っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
優
勝
に

繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
連
覇
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

京産大の先鋒・向井（左）が中段突きを決める京産大の先鋒・向井（左）が中段突きを決める

◀︎
京
産
大
の
中
堅
・
小
堂
（
左
）
の
上
段
突
き

◀︎
京
産
大
の
中
堅
・
小
堂
（
左
）
の
上
段
突
き
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◯
帝　

京　

ウ
ン
ス
ー

　

駒　

澤　

ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ

　

決
勝
は
過
去
13
回
の
優
勝
を
誇
る
帝
京

大
と
、
初
優
勝
を
目
指
す
駒
澤
大
の
顔
合

わ
せ
。
最
初
に
帝
京
大
が
演
武
を
披
露
。

一
糸
乱
れ
ぬ
連
携
と
、
キ
レ
の
あ
る
動
き

で
観
客
を
魅
了
。
対
す
る
駒
澤
大
は
、
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
ゴ
ジ
ュ
ウ
シ
ホ
シ
ョ
ウ
を

披
露
。

　

結
果
は
帝
京
大
が
28
・
80
点
で
駒
澤
大

（
27
・
70
点
）
に
勝
利
。
４
連
覇
14
回
目

の
大
会
優
勝
と
な
っ
た
。

◎
優
勝
＝
帝
京
大
・
在
本
幸
司
監
督

「
と
り
あ
え
ず
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
力

は
少
し
出
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
あ
の
３
人
な
ら
も
う
少
し

い
い
演
武
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
今
は

３
年
生
３
人
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
来
年

は
さ
ら
に
圧
倒
的
な
力
で
優
勝
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
」

◯
帝　

京　

ウ
ン
ス
ー

　

同
志
社　

ア
ー
ナ
ン

　

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
顔
合
わ
せ
の
帝
京

大
と
同
志
社
大
の
対
決
。
最
初
に
演
武
を

男女ともに形の部で優勝を果たした帝京大学男女ともに形の部で優勝を果たした帝京大学

  
■
女
子
団
体
形
　
決
勝

  

■
男
子
団
体
形
　
決
勝

行
っ
た
の
は
同
志
社
大
。
分
解
を
演
武
し

て
い
る
際
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
体
勢
を
崩

す
場
面
も
あ
っ
た
が
、
最
後
ま
で
気
迫
溢あ
ふ

れ
る
演
武
を
披
露
し
た
。

　

続
く
帝
京
大
は
男
子
と
同
じ
く
ウ
ン
ス

ー
を
演
武
。
圧
巻
の
ス
ピ
ー
ド
と
キ
レ
で

鍛
錬
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

　

結
果
は
帝
京
大
が
28
・
80
点
、
同
志
社

大
が
27
・
70
点
で
、
帝
京
大
が
13
連
覇
15

回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
帝
京
大
・
岡
本
沙
織
監
督

「
予
選
か
ら
ず
っ
と
安
定
し
た
形
が
打
て

て
い
た
印
象
で
し
た
し
、
し
っ
か
り
技
術

を
見
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
さ

ら
に
成
長
し
た
姿
を
見
せ
た
い
と
思
い
ま

す
。
連
覇
に
つ
い
て
は
特
に
気
に
し
て
い

な
い
で
す
。
毎
年
メ
ン
バ
ー
も
変
わ
り
ま

す
し
、
い
つ
も
挑
戦
者
と
し
て
大
会
に
臨

ん
で
い
ま
す
。
帝
京
ら
し
い
形
を
打
つ
こ

と
と
、
チ
ー
ム
力
で
他
に
負
け
な
い
自
信

が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
重
点
を
置
い
て
来

年
も
頑
張
り
ま
す
」

女子団体形・決勝＝帝京によるウンスーの演武女子団体形・決勝＝帝京によるウンスーの演武男子団体形・決勝＝帝京によるウンスー（分解）の演武男子団体形・決勝＝帝京によるウンスー（分解）の演武

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　東アジア文化都市 2023 静岡県記念シンポジウム

富士の麓から武道精神を世界に発富士の麓から武道精神を世界に発信信

　

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３
静
岡
県

　

東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
３
静
岡
県

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
＝
静
岡
県
、

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
主
催
＝
静
岡
県
、

後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
が

後
援
＝
ス
ポ
ー
ツ
庁
）
が
1111
月月
2222
日
、「
文

日
、「
文

化
の
首
都
静
岡
県
か
ら
武
道
を
世
界
に
」

化
の
首
都
静
岡
県
か
ら
武
道
を
世
界
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ホ

を
テ
ー
マ
に
、
富
士
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
ホ

テ
ル
（
静
岡
県
小
山
町
）
で
行
わ
れ
た
。

テ
ル
（
静
岡
県
小
山
町
）
で
行
わ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
の
伝
統
文

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
・
武
道
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
を

化
・
武
道
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
を

国
内
外
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
笠

国
内
外
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
笠

谷
和
比
古
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

谷
和
比
古
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
と
、
各
武
道
の
有

名
誉
教
授
に
よ
る
講
演
と
、
各
武
道
の
有

識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
２
部
構
成
で
実
施
さ
れ
た
。
各
道
を
代

の
２
部
構
成
で
実
施
さ
れ
た
。
各
道
を
代

表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
人
材
育
成
に
役
立

表
す
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
人
材
育
成
に
役
立

つ
武
士
道
・
武
道
の
精
神
に
つ
い
て
大
い

つ
武
士
道
・
武
道
の
精
神
に
つ
い
て
大
い

に
語
り
合
い
、
そ
の
模
様
が
世
界
に
発
信

に
語
り
合
い
、
そ
の
模
様
が
世
界
に
発
信

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

主催者挨拶主催者挨拶
川勝平太静岡県知事川勝平太静岡県知事

来賓挨拶来賓挨拶
高村正彦日本武道館会長高村正彦日本武道館会長

来賓挨拶来賓挨拶
本保芳明初代観光庁長官本保芳明初代観光庁長官

来賓挨拶（ビデオメッセージ）来賓挨拶（ビデオメッセージ）
室伏広治スポーツ庁長官室伏広治スポーツ庁長官

■
開
会
式

■
開
会
式

　

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶

　

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶

に
続
き
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
、

に
続
き
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
、

本
保
芳
明
初
代
観
光
庁
長
官
が
来
賓
挨
拶

本
保
芳
明
初
代
観
光
庁
長
官
が
来
賓
挨
拶

を
述
べ
、
室
伏
広
治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の

を
述
べ
、
室
伏
広
治
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　

武
士
道
の
七
則
と
し
て
「
忠
」「
義
」

　

武
士
道
の
七
則
と
し
て
「
忠
」「
義
」

「
勇
」「
誠
」「
証
」「
礼
」「
普
」
が
あ
る
。

「
勇
」「
誠
」「
証
」「
礼
」「
普
」
が
あ
る
。

パネルディスカッションの様子。左からモデレーターの矢野弘典氏、パネリストの笠谷和比古氏、パネルディスカッションの様子。左からモデレーターの矢野弘典氏、パネリストの笠谷和比古氏、
アレキサンダー・ベネット氏、日馬富士公平氏、瀬戸謙介氏、植芝充央氏、井上康生氏アレキサンダー・ベネット氏、日馬富士公平氏、瀬戸謙介氏、植芝充央氏、井上康生氏

東アジア文化都市 2023 静岡県記念シンポジウム東アジア文化都市 2023 静岡県記念シンポジウム

◉
講
演　
「
武
士
道
の
精
神
」（
概
要
）

◉
講
演　
「
武
士
道
の
精
神
」（
概
要
）
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べ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

べ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

精
神
面
を
鍛
え
、
自
己
を
律
す
る
力
を
身

精
神
面
を
鍛
え
、
自
己
を
律
す
る
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
武
士
道
の
役
目
だ
と
思

に
つ
け
る
こ
と
が
武
士
道
の
役
目
だ
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

●
植
芝
充
央
氏
（
合
気
道
）

●
植
芝
充
央
氏
（
合
気
道
）

　

私
自
身
、
指
導

　

私
自
身
、
指
導

者
で
あ
り
武
道
の

者
で
あ
り
武
道
の

求
道
者
で
あ
る
自

求
道
者
で
あ
る
自

覚
を
持
ち
、
日
々

覚
を
持
ち
、
日
々

の
稽
古
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
先
生
と
呼
ば

の
稽
古
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
先
生
と
呼
ば

れ
て
思
い
上
が
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に

れ
て
思
い
上
が
る
の
で
は
な
く
、
互
い
に

学
び
合
う
精
神
が
自
身
の
感
性
を
磨
き
、

学
び
合
う
精
神
が
自
身
の
感
性
を
磨
き
、

人
間
力
が
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
考
え
て

人
間
力
が
高
ま
っ
て
い
く
の
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

●
井
上
康
生
氏
（
柔
道
）

●
井
上
康
生
氏
（
柔
道
）

　

武
道
は
「
死
生

　

武
道
は
「
死
生

観
」
と
い
う
も
の

観
」
と
い
う
も
の

に
強
く
関
連
し
て

に
強
く
関
連
し
て

い
ま
す
。
元
は
相

い
ま
す
。
元
は
相

手
を
倒
す
術
で
あ
る
武
術
を
学
び
、
死
と

手
を
倒
す
術
で
あ
る
武
術
を
学
び
、
死
と

い
う
概
念
か
ら
逆
算
し
て
、
稽
古
を
し
て

い
う
概
念
か
ら
逆
算
し
て
、
稽
古
を
し
て

く
れ
る
相
手
に
対
し
て
の
思
い
や
り
や
、

く
れ
る
相
手
に
対
し
て
の
思
い
や
り
や
、

日
々
の
生
活
で
命
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

日
々
の
生
活
で
命
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学

自
分
が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
学

べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

◇
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
と
は
…
…

◇
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
」
と
は
…
…
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
欧
州
文
化
首
都
」
を
モ
デ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
欧
州
文
化
首
都
」
を
モ
デ

ル
に
、
２
０
１
４
年
に
日
本
・
中
国
・
韓
国
で
開
始
さ
れ
た
事
業
。
各
国
で
都
市
を

ル
に
、
２
０
１
４
年
に
日
本
・
中
国
・
韓
国
で
開
始
さ
れ
た
事
業
。
各
国
で
都
市
を

選
定
し
、
文
化
事
業
や
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
相
互
理
解
と
連
帯
感
の
形
成
を

選
定
し
、
文
化
事
業
や
国
際
交
流
事
業
を
実
施
し
て
相
互
理
解
と
連
帯
感
の
形
成
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
多
様
な
文
化
の
国
際
発
信
力
の
強
化
を
図
る
こ

促
進
す
る
と
と
も
に
、
東
ア
ジ
ア
の
多
様
な
文
化
の
国
際
発
信
力
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
目
的
。
節
目
の

と
が
目
的
。
節
目
の
1010
年
目
と
な
る
２
０
２
３
年
は
、
中
国
・
四
川
省
の
成
都
市
、

年
目
と
な
る
２
０
２
３
年
は
、
中
国
・
四
川
省
の
成
都
市
、

同
広
東
省
の
梅
州
市
、
韓
国
の
全
州
市
と
と
も
に
、
日
本
で
は
静
岡
県
が
選
定
さ
れ
、

同
広
東
省
の
梅
州
市
、
韓
国
の
全
州
市
と
と
も
に
、
日
本
で
は
静
岡
県
が
選
定
さ
れ
、

年
間
通
じ
て
多
彩
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

年
間
通
じ
て
多
彩
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
、
柔
道
五
段
の
経
歴

　

モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
、
柔
道
五
段
の
経
歴

を
持
つ
矢
野
弘
典
（
一
社
）
ふ
じ
の
く
に

を
持
つ
矢
野
弘
典
（
一
社
）
ふ
じ
の
く
に

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
産
業
雇

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
・
産
業
雇

用
安
定
セ
ン
タ
ー
会
長
が
務
め
た
。

用
安
定
セ
ン
タ
ー
会
長
が
務
め
た
。

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
武
道
で
培
わ
れ
る

　

各
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
武
道
で
培
わ
れ
る

心
と
体
、
武
道
に
よ
る
人
材
育
成
、
そ
れ

心
と
体
、
武
道
に
よ
る
人
材
育
成
、
そ
れ

ぞ
れ
が
長
年
の
武
道
修
業
か
ら
体
得
し
た

ぞ
れ
が
長
年
の
武
道
修
業
か
ら
体
得
し
た

武
道
の
魅
力
や
価
値
、
武
道
を
学
ぶ
若
年

武
道
の
魅
力
や
価
値
、
武
道
を
学
ぶ
若
年

層
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
語
り
合
い
、

層
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
語
り
合
い
、

会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
来
場
者
は
熱
心

会
場
に
詰
め
か
け
た
多
く
来
場
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

●●
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
氏

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
氏（（
剣
道
等
）

剣
道
等
）

　

剣
道
界
に
は

　

剣
道
界
に
は

「
打
っ
て
反
省
、

「
打
っ
て
反
省
、

打
た
れ
て
感
謝
」

打
た
れ
て
感
謝
」

と
言
う
言
葉
が
あ

と
言
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
打
っ
た
技
、
打
た
れ
た
場
所
に

り
ま
す
。
打
っ
た
技
、
打
た
れ
た
場
所
に

つ
い
て
常
に
内
省
し
、
自
己
の

つ
い
て
常
に
内
省
し
、
自
己
の
研研け
ん
け
ん

鑽鑽さ
ん
さ
ん

に
努
に
努

め
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

め
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

武
道
の
稽
古
を
何
年
も
続
け
る
姿
勢
は
、

武
道
の
稽
古
を
何
年
も
続
け
る
姿
勢
は
、

人
材
育
成
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

人
材
育
成
に
役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

●
日
馬
富
士
公
平
氏
（
相
撲
）

●
日
馬
富
士
公
平
氏
（
相
撲
）

　

武
道
精
神
の
教

　

武
道
精
神
の
教

育
に
あ
た
っ
て
第

育
に
あ
た
っ
て
第

一
に
大
切
に
し
て

一
に
大
切
に
し
て

い
る
の
は
挨
拶
、

い
る
の
は
挨
拶
、

つ
ま
り
礼
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
す
。
第

つ
ま
り
礼
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と
で
す
。
第

二
は
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
目
標
に

二
は
目
標
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、

結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を

結
果
に
つ
な
が
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
瀬
戸
謙
介
氏
（
空
手
道
）

●
瀬
戸
謙
介
氏
（
空
手
道
）

　

俗
に
い
う
文
武

　

俗
に
い
う
文
武

両
道
と
は
、
お
お

両
道
と
は
、
お
お

よ
そ
技
術
面
を
鍛

よ
そ
技
術
面
を
鍛

え
る
こ
と
（
武
＝

え
る
こ
と
（
武
＝

肉
体
の
強
さ
、
文
＝
学
問
の
知
識
）
を
述

肉
体
の
強
さ
、
文
＝
学
問
の
知
識
）
を
述

◉
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◉
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

講演する笠谷和比古氏講演する笠谷和比古氏

　

特
に
「
普
」
に
つ
い
て
は
、
武
士
道
の

　

特
に
「
普
」
に
つ
い
て
は
、
武
士
道
の

普
遍
性
を
指
し
て
い
る
。
巴
御
前
な
ど
の

普
遍
性
を
指
し
て
い
る
。
巴
御
前
な
ど
の

女
性
武
術
家
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
士

女
性
武
術
家
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
武
士

道
は
男
女
の
性
差
を
問
題
と
し
な
い
。
そ

道
は
男
女
の
性
差
を
問
題
と
し
な
い
。
そ

の
た
め
、
男
女
関
係
な
く
、
武
士
道
の
精

の
た
め
、
男
女
関
係
な
く
、
武
士
道
の
精

神
を
も
っ
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

神
を
も
っ
て
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
。「
忠
」「
義
」「
勇
」「
誠
」「
証
」

き
る
。「
忠
」「
義
」「
勇
」「
誠
」「
証
」

「
礼
」
の
徳
目
に
共
感
し
た
人
で
あ
れ
ば

「
礼
」
の
徳
目
に
共
感
し
た
人
で
あ
れ
ば

誰
で
も
武
士
道
の
精
神
を
実
践
す
る
こ
と

誰
で
も
武
士
道
の
精
神
を
実
践
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
、
武
士
道
の
普

が
で
き
る
。
そ
う
い
っ
た
、
武
士
道
の
普

遍
性
が
江
戸
時
代
に
一
般
庶
民
に
受
け
入

遍
性
が
江
戸
時
代
に
一
般
庶
民
に
受
け
入

れ
ら
れ
、
現
代
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ

れ
ら
れ
、
現
代
ま
で
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
い
る
。

て
い
る
。

モデレーターを務めたモデレーターを務めた
矢野弘典氏矢野弘典氏
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